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活気のあるサマースクールの様子

８月理事会の２日目、昼休憩を挟んで午後パート開始直前の様子

　

相
続
放
棄
は
弁
護
士
の
仕

事
で
よ
く
あ
る
が
、
再
転
相

続
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
例
え
ば
、
祖

母
（
甲
）
に
借
金
が
あ
り
、

そ
の
息
子
で
あ
る
父
親（
乙
）

は
財
産
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
場
合
、
乙
の
子
で
あ
り
、

甲
の
孫
で
あ
る
私（
丙
）は
、

甲
の
相
続
は
放
棄
し
た
い

が
、
乙
の
相
続
は
承
認
し
た

い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
▼

通
常
、
甲
が
死
亡
し
た
後
、

そ
の
息
子
で
あ
る
乙
は
、
甲

の
相
続
に
つ
い
て
放
棄
す
る

た
め
、
そ
こ
で
甲
の
借
金
が

乙
に
相
続
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
な
る
。
そ
の
後
、
乙
が
死

亡
し
た
場
合
に
、
乙
の
息
子

で
あ
る
丙
は
、
乙
の
財
産
だ

け
を
相
続
す
る
た
め
、
再
転

相
続
が
問
題
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る

▼
と
こ
ろ
が
、
乙
が
亡
く
な

っ
た
た
め
、
乙
の
子
で
あ
る

丙
が
乙
の
財
産
を
相
続
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
乙
よ
り
も
前

に
亡
く
な
っ
た
甲
に
実
は
借

金
が
あ
り
、
乙
が
甲
の
相
続

に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
事
情

に
よ
り
、
承
認
、
放
棄
を
し

な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う

場
合
が
あ
る
▼
こ
の
よ
う
な

場
合
、
甲
の
債
権
者
か
ら
の

連
絡
に
よ
っ
て
、
丙
と
し
て

は
驚
い
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
民
法
は
こ
の
よ
う

な
場
合
に
も
、
丙
が
甲
の
相

続
に
つ
い
て
放
棄
で
き
る
場

合
を
定
め
て
い
る
。
再
転
相

続
に
つ
い
て
定
め
た
民
法
９

１
６
条
を
知
っ
て
い
て
損
は

な
い
と
思
う
。（古

西　

達
夫
）

会
員
集
会
開
催
の
お
知
ら
せ

（
第
１
回
）
日
時
：
２
０
２
５
年
10
月
17
日
（
金
）
10
：
00
〜
12
：
00

（
第
２
回
）
日
時
：
２
０
２
５
年
12
月
１
日
（
月
）
14
：
00
〜
16
：
00

　
　
　
　

  

場
所
：
神
奈
川
県
弁
護
士
会
館
５
階
大
会
議
室
Ａ
Ｂ
Ｃ
、

　
　
　
　
　
　
　

  

各
支
部
会
館
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
中
継
）

山山
ゆ
り
ゆ
り

神
奈
川
県
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
と
天
秤
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
神
奈
川
県
弁
護
士
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
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日弁連
理事会報告

参
加
が
あ
っ
た
。

　

午
前
は
、「
デ
ィ
ベ
ー
ト

企
画
」、「
法
曹
三
者
と
の
座

談
会
」、「
裁
判
所
・
検
察
庁

の
施
設
見
学
」
と
い
う
３
つ

の
企
画
が
行
わ
れ
た
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
企
画
で
は
、

「
学
校
で
部
活
を
義
務
付
け

る
こ
と
の
是
非
」
や
「
後
期

高
齢
者
か
ら
強
制
的
に
免
許

を
返
納
さ
せ
る
こ
と
の
是

非
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
、
中
高
生
た
ち
と
担

当
の
裁
判
官
・
検
察
官
・
弁

護
士
と
の
間
で
討
論
が
な
さ

れ
た
。
生
徒
か
ら
は
、
個
人

の
負
担
で
は
な
く
社
会
の
問

題
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

泊
ま
り
が
け
・
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
持
参
で
、
原
則
リ
ア
ル
で

出
席
し
、
日
弁
連
会
館
17
階

の
一
番
大
き
い
会
議
室
を
横

長
に
使
っ
て
、
日
弁
連
執
行

部
と
向
か
い
合
わ
せ
の
各
指

定
席
に
座
る
。

　

約
１
０
０
人
の
弁
護

士
が
寄
り
集
ま
る
、
こ

の
独
特
の
雰
囲
気
を
ぜ

ひ
お
見
せ
し
た
く
（
し

か
る
べ
き
許
諾
の
下
）、

会
議
室
の
写
真
を
本
誌

掲
載
用
に
撮
影
し
た
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

　

会
議
で
は
、
審
議
事

項
・
要
請
事
項
・
報
告

事
項
・
○
○
本
部
会
議

（
例
え
ば
、「
再
審
法
改

正
実
現
本
部
」「
法
曹

養
成
制
度
改
革
実
現
本

部
」
等
。「
本
部
」
は
、

理
事
全
員
が
そ
の
構
成

目
が
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
で

あ
っ
た
が
、
議
論
を
重
ね
る

に
つ
れ
、
あ
る
事
実
が
持
つ

意
味
や
、
事
実
ご
と
の
重
要

性
の
差
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
、
主
張
が
良
い
方
向
へ
整

理
さ
れ
て
い
く
様
が
あ
り
あ

り
と
見
て
取
れ
た
。

　

交
流
戦
当
日
は
、
検
察
官

役
や
弁
護
人
役
の
生
徒
の
質

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
毎

年
、
横
浜
地
方
裁
判
所
・
横

浜
地
方
検
察
庁
と
の
共
催
に

よ
り
、
県
在
住
・
在
学
の
中

高
生
を
対
象
に
、
模
擬
裁
判

劇
や
評
議
、
施
設
見
学
等
の

企
画
を
通
じ
て
、
私
た
ち
法

律
家
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
物
事

を
多
角
的
に
捉
え
る
力
や
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
力
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
「
法

教
育
」の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

今
年
で
18
回
目
を
迎
え
る

夏
の
恒
例
企
画
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
も
60
名
の
生
徒
の

　

法
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
中
高
生
向
け
に
夏
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
も
８
月
７
日
に
「
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
２
０
２
５
」
を
、
８
月
９
日
に
「
高
校
生
模
擬
裁
判

選
手
権　

神
奈
川
交
流
戦
２
０
２
５
」
を
開
催
し
た
。

　

今
年
度
、
当
会
か
ら
の
２

人
目
の
日
弁
連
理
事
と
し

て
、
会
か
ら
の
支
援
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、
毎
月
の
理
事

会
に
参
加
し
て
い
る
。

　

会
議
は
毎
月
丸
２
日
間
。

全
国
か
ら
75
人
の
理
事
が
、

扮
す
る
目
撃
証
人
・
被
告
人

に
対
し
尋
問
を
行
い
、
尋
問

結
果
を
踏
ま
え
て
論
告
・
弁

論
を
行
う
と
い
う
模
擬
裁
判

の
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

私
は
支
援
弁
護
士
と
し

て
、１
か
月
の
準
備
期
間
中
、

生
徒
の
議
論
を
見
守
っ
て
い

た
。
当
初
、
生
徒
た
ち
は
、

ど
う
し
て
も
枝
葉
の
事
情
に

視
点
か
ら
の
鋭
い
意
見
も
見

ら
れ
た
。

　

午
後
は
、
実
際
に
横
浜
地

方
裁
判
所
の
法
廷
を
使
用
し

て
模
擬
裁
判
劇
を
行
っ
た
。

生
徒
た
ち
は
、
各
々
、
裁
判

官
・
検
察
官
・
弁
護
人
の
役
に

な
り
き
り
、
証
人
尋
問
や
被

告
人
質
問
な
ど
を
体
験
し
た
。

　

模
擬
裁
判
劇
後
は
、
生
徒

同
士
で
、
被
告
人
が
有
罪
か

無
罪
か
に
つ
い
て
評
議
が
行

わ
れ
、
自
分
の
主
張
が
証
拠

に
基
づ
い
て
い
る
か
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
説
得
的
な
主

張
が
で
き
る
か
を
意
識
し
な

が
ら
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
て
い
た
。

模
擬
裁
判
選
手
権

　

高
校
生
模
擬
裁
判
選
手
権

神
奈
川
交
流
戦
は
、
当
会
会

館
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
交
流

戦
は
、
日
弁
連
主
催
の
高
校

生
模
擬
裁
判
選
手
権（
本
戦
）

の
神
奈
川
予
選
に
お
い
て
、

惜
し
く
も
本
戦
出
場
を
逃
し

た
高
校
を
対
象
に
行
わ
れ

る
。
今
年
は
、
桐
光
学
園
か

ら
２
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
初
の
同
校
対
決
と
な
っ

た
。

　

今
年
の
交
流
戦
は
、
生
徒

た
ち
が
、
検
察
官
チ
ー
ム
と

弁
護
人
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
、
本
戦
で
も
使
わ
れ
る
教

材（
起
訴
状
や
客
観
的
証
拠
、

不
同
意
と
な
っ
た
供
述
調
書

な
ど
）
を
も
と
に
、
事
前
に

尋
問
事
項
等
を
検
討
し
、
交

流
戦
当
日
、
当
会
の
弁
護
士

員
に
加
え
ら
れ
る
）
等
、
多

岐
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い

て
、
渕
上
玲
子
日
弁
連
会
長

に
よ
る
実
に
効
率
的
な
議
事

進
行
が
な
さ
れ
る
。

　

配
布
資
料
が
異
様
に
多
い

こ
と
を
ぼ
や
き
た
く
も
な
る

が
、
専
門
委
員
会
が
長
く
取

り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
に
関

す
る
議
案
だ
と
、
取
組
み
の

経
過
や
、
過
去
に
発
信
さ
れ

た
意
見
と
の
整
合
性
を
確
認

す
る
た
め
の
資
料
等
で
、
ど

う
し
て
も
大
部
に
な
る
。
中

身
を
見
れ
ば
、
資
料
が
多
く

な
る
の
は
仕
方
な
い
と
分
か

る
。

　

理
事
会
で
は
、
そ
の
テ
ー

マ
を
熟
知
し
て
い
る
説
明
協

力
者
の
方
々
の
話
を
、直
に
、

次
々
と
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
、
得
難
い
機
会
だ
と
感

じ
る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

発
言
が
、
地
域
や
修
習
期
を

問
に
対
し
、
当
会
の
弁
護
士

扮
す
る
証
人
や
被
告
人
が
、

想
定
外
の
回
答
を
行
う
こ
と

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
徒

た
ち
は
、
想
定
外
の
事
実
に

も
必
死
に
食
ら
い
つ
い
て
い

き
、
準
備
し
て
い
た
論
告
・

弁
論
を
そ
の
場
で
修
正
す
る

な
ど
し
て
、
立
派
に
対
応
し

て
い
た
。そ
の
成
長
ぶ
り
は
、

頼
も
し
さ
す
ら
感
じ
さ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
、
生
徒

た
ち
が
、
楽
し
み
な
が
ら
も

一
生
懸
命
学
ぶ
姿
に
、
私
た

ち
が
学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ

た
。
今
後
も
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
す
べ
く
皆
様
と
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
会
員　

岩
永　

和
大
）

越
え
て
、
思
っ
て
い
た
以
上

に
闊
達
に
出
る
た
め
、
や
っ

ぱ
り
弁
護
士
っ
て
黙
っ
て
い

ら
れ
な
い
人
た
ち
の
集
ま
り

な
の
だ
な
と
（
な
ん
と
な
く

嬉
し
く
）
感
じ
る
。

　

当
会
執
行
部
と
兼
任
し
て

い
な
い
非
兼
務
理
事
で
あ
る

私
と
し
て
は
、
単
位
会
に
持

ち
帰
っ
て
会
員
の
皆
様
に
周

知
や
働
き
か
け
を
す
る
立
場

で
は
な
い
の
で
、
特
に
要
請

事
項
は
、
隣
席
の
畑
中
隆
爾

当
会
会
長
に
「
執
行
部
の
皆

さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
」
と
心

の
中
で
エ
ー
ル
を
送
る
だ
け

に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
理
事
メ
ン
バ
ー
に
多

様
性
が
あ
る
こ
と
に
は
意
味

が
あ
ろ
う
。

　

女
性
ク
オ
ー
タ
枠
選
出
で

も
あ
り
、
私
を
理
事
に
加
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が

無
意
味
に
な
ら
な
い
よ
う
に

心
が
け
て
務
め
る
の
で
、
年

度
後
半
も
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
ご
支
援
い
た
だ
き
た

く
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

（
会
員　

飯
島　

奈
津
子
）

日
弁
連
の
理
事
を

 

拝
命
し
て
い
ま
す

楽しみながらも一生懸命学ぶ生徒たち楽しみながらも一生懸命学ぶ生徒たち
法
教
育
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
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副
会
長　

長
谷
山　

尚
城

〜
理
事
者
室
か
ら
の
豆
知
識
〜

講師の説明を熱心に聞く参加者の様子

十県会正副会長会議において真剣に議論する当会執行部
（筆者は右から２番目）

弁護士に弁護士に
　聞いてみよう！　聞いてみよう！

課
題
に
取
り
組
み
、
委
員
会

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
修
、

定
期
大
会
を
通
じ
て
活
動
し

て
い
る
。

　

一
方
、
十
県
会
は
、
東
京

三
会
を
除
い
た
10
会
で
構
成

さ
れ
る
。
夏
期
研
修
会
や
定

時
懇
談
会
、
拡
大
理
事
会
な

ど
を
開
催
し
、
実
務
に
直
結

す
る
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下

げ
、書
籍
も
発
行
し
て
い
る
。

　

両
者
と
も
名
称
に「
関
東
」

と
あ
る
が
、
実
際
に
は
甲
信

越
・
静
岡
県
も
含
ま
れ
て
お

り
、「
関
東
じ
ゃ
な
い
ぞ
」
と

突
っ
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

関
弁
連
で
は
、
東
京
三
会

が
、
多
数
の
会
員
と
日
弁
連

へ
の
近
さ
を
背
景
に
強
い
影

響
力
を
持
っ
て
き
た
。
そ
の

張
の
面
持
ち
の
生
徒
た
ち
も

い
た
が
、
友
人
同
士
で
参
加

し
て
い
る
せ
い
か
、
楽
し
そ

う
に
話
を
聞
い
て
い
る
生
徒

た
ち
も
い
た
。

　

登
壇
し
た
講
師
陣
か
ら

は
、弁
護
士
の
業
務
の
内
容
、

弁
護
士
自
身
の
経
歴
、高
校
・

大
学
時
代
の
過
ご
し
方
、
司

法
試
験
に
向
け
た
勉
強
の
こ

と
、
弁
護
士
以
外
の
キ
ャ
リ

ア
等
、
豊
富
な
話
題
が
提
供

さ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
た
ち

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
か
ら

は
、
司
法
試
験
に
受
か
る
た

め
の
勉
強
時
間
、時
事
問
題
、

進
路
選
択
等
、
様
々
な
質
問

が
な
さ
れ
、
複
数
の
弁
護
士

か
ら
回
答
を
受
け
て
い
た
。

具
体
的
な
質
問
を
既
に
考

え
、
積
極
的
な
質
問
を
行
う

生
徒
も
お
り
、
時
間
一
杯
ま

で
質
疑
応
答
は
続
い
て
い
た

し
、
企
画
終
了
後
に
も
弁
護

士
か
ら
個
別
に
話
を
聞
い
て

た
め
、
東
京
以
外
の
十
県
の

声
が
届
き
に
く
い
と
い
う
現

実
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
形

で
誕
生
し
た
の
が
十
県
会
で

あ
る
。
東
京
三
会
を
外
す
こ

と
で
、
各
会
が
実
情
に
即
し

た
発
言
を
し
や
す
く
な
り
、

実
務
課
題
を
掘
り
下
げ
る
場

が
生
ま
れ
た
。

　

当
会
は
、
関
弁
連
で
は
数

年
ご
と
に
理
事
長
を
輩
出

し
、
十
県
会
で
は
最
大
規
模

の
単
位
会
と
し
て
世
話
人
会

を
担
う
な
ど
、
双
方
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
の
新
聞
が
出
る
頃
に

は
、
十
県
会
の
夏
期
研
修
会

や
関
弁
連
の
定
期
大
会
は
既

に
終
わ
っ
て
い
る
が
、
来
年

１
月
27
日
に
は
山
梨
で
関
弁

連
の
地
区
別
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

普
段
な
か
な
か
話
せ
な
い

他
会
の
先
生
方
と
「
あ
る
あ

る
」
を
語
り
合
え
る
貴
重
な

場
で
あ
り
、
気
軽
に
参
加
す

れ
ば
思
わ
ぬ
ヒ
ン
ト
や
交
流

が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。
こ
れ

ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

会
員
も
、
ぜ
ひ
顔
を
出
し
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
る
生
徒
も
見
ら
れ
た
。
生

徒
た
ち
の
関
心
も
高
く
、
企

画
は
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

弁
護
士
志
望
、
法
学
部
志

望
の
生
徒
た
ち
だ
け
で
な

く
、
進
路
を
決
め
る
た
め
の

１
つ
の
機
会
と
し
て
参
加
し

て
い
る
生
徒
た
ち
も
い
た
よ

う
で
あ
り
、
主
体
的
に
自
ら

の
進
路
を
考
え
て
い
る
生
徒

た
ち
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、

弁
護
士
に
学
生
時
代
か
ら
の

経
験
・
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

直
接
話
を
聞
く
機
会
は
有
益

で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
司

会
を
し
て
い
た
私
に
と
っ
て

も
、
生
徒
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
は
貴
重
な
経
験
に
な
っ

た
。

　

今
回
の
企
画
は
好
評
で
あ

っ
た
の
で
、
来
年
度
以
降
も

開
催
し
て
、
県
内
の
法
曹
志

願
者
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

（
会
員　

北
畑　

素
延
）

新
潟
県
、
そ
し
て
静
岡
県
を

加
え
た
構
成
で
あ
る
。
日
弁

連
と
の
窓
口
と
し
て
司
法
政

策
や
人
権
擁
護
な
ど
幅
広
い

　

関
東
弁
護
士
会
連
合
会

（
以
下
、「
関
弁
連
」）
と
関

東
十
県
会
（
以
下
、「
十
県

会
」）、
ど
ち
ら
も
弁
護
士
会

に
関
係
す
る
組
織
で
あ
る
。

　

で
は
両
者
の
違
い
を
即
答

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
恥
ず
か

し
な
が
ら
、
私
は
理
事
者
に

な
る
ま
で
十
県
会
の
存
在
を

知
ら
ず
、
関
弁
連
と
の
違
い

も
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

関
弁
連
と
は
、
東
京
高
等

裁
判
所
管
内
に
あ
る
13
の
弁

護
士
会
を
ま
と
め
た
組
織
で

あ
る
。
東
京
三
会
（
東
京
、

第
一
東
京
、
第
二
東
京
）、

関
東
の
６
会
（
神
奈
川
県
、

埼
玉
、
千
葉
県
、
茨
城
県
、

栃
木
県
、
群
馬
）、
さ
ら
に

甲
信
越
の
山
梨
県
、長
野
県
、

真
）
を
作
成
し
、
県
内
の
高

校
を
中
心
と
す
る
学
校
に
配

布
し
た
。

　

中
学
校
・
高
校
が
夏
休
み

に
入
っ
た
７
月
23
日
、
当
会

会
館
に
て
「
弁
護
士
に
聞
い

て
み
よ
う
！
」
と
い
う
企
画

を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、中
高
生
た
ち
が
、

前
述
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

登
場
し
た
弁
護
士
の
う
ち
６

人
か
ら
、
様
々
な
こ
と
を
実

際
に
聞
い
た
上
で
、
直

接
質
疑
応
答
す
る
こ
と

で
、
弁
護
士
と
い
う
職

業
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
機
会
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
17
人
の
生

徒
た
ち
が
参
加
し
、
２

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
３
人
ず
つ
の
弁

護
士
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
臨
ん
だ
。

　

弁
護
士
と
直
接
話
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
緊

　

法
曹
養
成
委
員
会
は
、
県

内
の
法
曹
志
願
者
拡
大
の
た

め
、
当
会
会
員
で
あ
る
８
人

の
弁
護
士
が
法
曹
の
魅
力
を

紹
介
す
る
「
８
人
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」（
写

初
開
催

初
開
催

　

２
０
２
１
年
９
月
号
か
ら

20
回
以
上
に
わ
た
り
本
連
載

を
続
け
て
き
た
が
、
今
回
と

次
回
で
最
後
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
が
修
習
を

受
け
た
頃
（
四
半
世
紀
近
く

前
）
と
は
大
き
く
変
わ
っ
た

刑
弁
科
目
の
指
導
内
容
に
つ

い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
連

載
の
第
１
回
で
も
触
れ
た
と

お
り
、
20
年
ほ
ど
前
と
比
べ

る
と
、
想
定
弁
論
の
起
案
を

点
を
意
識
し
て
、
弁
護
人
が

各
段
階
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
行
動
す
べ
き
な
の

か
を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

他
方
で
、
修
習
期
間
は
20

年
前
の
１
年
半
か
ら
１
年
に

短
縮
さ
れ
、
研
修
所
で
の
指

導
は
合
わ
せ
て
２
か
月
強
、

各
分
野
別
の
実
務
修
習
も
２

か
月
弱
と
短
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
影
響
は
相
当
大
き

い
と
感
じ
て
い
る
。
前
期
３

か
月
―
実
務
１
年
―
後
期
３

か
月
と
い
う
20
年
前
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
、
指
導
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
必
要
十
分
な

内
容
で
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い

た
が
、
そ
こ
か
ら
６
か
月
を

削
っ
た
こ
と
で
、
実
際
の
期

間
の
短
縮
以
上
に
効
果
の
減

少
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
制
約

が
あ
る
中
で
、
現
在
の
研
修

所
で
の
指
導
は
、
必
要
最
低

限
度
の
も
の
を
修
習
生
に
伝

え
る
内
容
に
は
な
っ
て
い
る

が
、
受
け
取
る
側
の
修
習
生

と
し
て
は
、
受
け
止
め
き
れ

ず
に
こ
ぼ
れ
る
も
の
も
あ
る

だ
ろ
う
し
、
一
応
は
受
け
止

め
て
も
、
消
化
し
き
れ
な
い

ま
ま
実
務
に
出
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
修

習
生
は
、
完
全
に
伸
び
き
ら

ず
に
実
務
に
出
て
い
る
印
象

で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
分
、
実
務
家

に
な
っ
て
か
ら
伸
び
る
余
地

は
か
つ
て
よ
り
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
も
感
じ
て
お
り
、

修
習
終
了
か
ら
３
年
、
５
年

が
経
っ
て
当
時
の
教
え
子
に

会
う
と
、実
務
家
と
し
て「
そ

れ
ら
し
く
」
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の

点
は
頼
も
し
く
思
っ
て
い
る
。

始
め
と
し
て
、
実
際
の
弁
護

活
動
に
よ
り
近
い
形
で
の
修

習
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
最
も
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

　

昔
は
、
尋
問
調
書
を
含
む

結
審
段
階
の
修
習
記
録
に
基

づ
い
て
弁
論
要
旨
を
起
案
さ

せ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
実

質
的
に
は
「
刑
裁
修
習
」（
無

罪
判
決
の
起
案
の
訓
練
）
に

近
く
な
っ
て
し
ま
う
。
現
在

は
、
公
判
が
始
ま
る
前
に
準

備
し
て
お
く
べ
き
想
定
弁
論

を
中
心
に
置
き
、
動
的
な
観

連
載
を
終
え
る
に
当
たって
（
上
）

そ
の
違
い
、ご
存
じ
で
す
か
？

会
員

妹
尾　

孝
之

「
関
弁
連
」
と
「
十
県
会
」

「
関
弁
連
」
と
「
十
県
会
」

刑事弁護修習の刑事弁護修習の
最前線最前線

～20年目の司法修習～
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「
血
は
争
え
な
い
」
と
い
う
言
葉

は
慣
用
句
だ
が
、
言
葉
の
意
味
を
そ

の
ま
ま
受
け
取
る
と
、「
い
や
、
血

が
争
う
こ
と
も
多
い
の
で
は
」
と
突

っ
込
み
た
く
な
る
。

　

警
視
庁
が
発
表
し
て
い
る

近
年
の
犯
罪
状
況
の
統
計
を

見
る
と
、
殺
人
で
検
挙
さ
れ
た

被
疑
者
の
お
よ
そ
７
人
に
１

人
は
実
父
や
実
母
を
殺
害
し

て
い
る
。
親
子
関
係
と
い
う
の

は
長
い
年
月
を
か
け
て
閉
鎖

的
に
形
成
さ
れ
、
良
く
も
悪
く

も
濃
い
。
殺
人
が
最
悪
の
犯
罪

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

が
、
親
を
殺
害
す
る
ほ
ど
の
動

機
は
一
体
ど
ん
な
背
景
か
ら

来
る
の
か
、
情
状
酌
量
の
余
地
と
い

う
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　

学
生
の
頃
、
同
じ
大
学
で
２
学
年

下
の
当
時
19
歳
の
男
が
両
親
を
殺
害

す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
田
舎

の
大
学
で
落
ち
着
い
た
学
生
が
多
か

っ
た
た
め
、
後
輩
が
殺
人
犯
に
な
っ

た
と
い
う
の
は
と
て
も
衝
撃
だ
っ

た
。
直
接
知
り
合
い
で
は
な
い
が
、

友
達
の
友
達
の
友
達
と
い
っ
た
距
離

感
で
、
男
の
人
柄
や
バ
イ
ト
先
な
ど

の
情
報
は
友
達
伝
い
に
耳
に
入
っ
た
。

　

男
を
知
る
人
に
曰
く
〝
犯
罪
な
ど

無
縁
そ
う
な
普
通
の
子
〞
だ
っ
た
と

い
う
。
報
道
に
よ
る
と
父
親
か
ら
の

教
育
虐
待
に
長
年
の
恨
み
が
あ
っ
た

ら
し
い
。
そ
の
教
育
虐
待
が
本

当
に
極
悪
だ
っ
た
の
か
、
男
が

自
分
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と

を
親
に
責
任
転
嫁
し
て
い
る
の

か
、判
断
す
る
の
は
司
法
だ
が
、

ど
う
裁
い
て
も
両
親
が
亡
く
な

っ
た
事
実
が
変
え
ら
れ
な
い
こ

と
が
残
念
だ
。

　

こ
こ
は
記
者
と
し
て
、
事
実

を
伝
え
る
こ
と
で
未
来
を
明
る

く
し
た
い
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

だ
が
、
人
間
が
感
情
を
持
つ
生

き
物
で
あ
る
以
上
、
殺
人
事
件

を
こ
の
世
か
ら
無
く
す
こ
と
の
難
し

さ
は
計
り
知
れ
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
（
テ
レ
ビ
神
奈
川　

永
墓　

や
よ
い
）

友
達

の友
達の友達は

…
…

ジ
タ
ル
化
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
委
任
を
受
け
た

訴
訟
代
理
人
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
送
達
を
受

け
る
旨
の
届
出
が
義
務
化
さ

れ
、
電
磁
的
記
録
を
ｍ
ｉ
ｎ

ｔ
ｓ
上
で
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
閲
覧
・
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
な
い
ま
ま
放
置

し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
が
可

能
と
な
っ
た
旨
の
通
知
（
電

子
メ
ー
ル
）
か
ら
１
週
間
の

経
過
に
よ
っ
て
も
、
送
達
の

効
力
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

受
信
メ
ー
ル
振
り
分
け
の

た
め
の
ル
ー
ル
設
定
を
す
る

な
ど
し
て
、
裁
判
所
か
ら
の

通
知
メ
ー
ル
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、

手
数
料
の
納
付
を
印
紙
で
は

ベ
ン
ト
で
あ
る
が
、本
年
は
、

当
会
総
合
法
律
相
談
セ
ン
タ

ー
の
開
設
40
周
年
記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
相
談
会
の
最
大
の
特
色

は
、
何
と
言
っ
て
も
会
場
に

14
も
の
士
業
が
集
ま
り
、
一

度
の
機
会
に
多
数
の
士
業
か

ら
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
点
に
あ
る
。

　

写
真
を
ご
覧
い
た
だ

く
だ
け
で
も
、
多
く
の

士
業
に
よ
り
本
相
談
会

が
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

　

こ
の
特
色
を
活
か
す

べ
く
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

（
当
会
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
の
委

員
）
は
、
受
付
で
相
談

内
容
の
概
要
を
確
認

し
、
時
と
し
て
こ
ち
ら

か
ら
関
連
士
業
や
関
連

問
題
を
紹
介
す
る
な
ど

な
く
原
則
ペ
イ
ジ
ー
で
行
う

よ
う
に
な
っ
た
り
、
書
証
の

写
し
の
提
出
は
ス
キ
ャ
ン
し

た
書
証
の
画
像
情
報
（
Ｐ
Ｄ

Ｆ
）
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
裁
判
実
務
へ
の
関
わ
り

方
が
大
き
く
変
わ
る
改
正
と

な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
複
合
機
の

準
備
が
必
要
と
な
る
方
も
お

ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

改
正
内
容
の
詳
細
は
、
裁

判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
ｈ

ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．

ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
ｓ
．
ｇ
ｏ
．
ｊ

ｐ
／
ｓ
ａ
ｉ
ｂ
ａ
ｎ
／
ｍ
ｉ

ｎ
ｊ
ｉ
ｄ
ｅ
ｊ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｕ

ｋ
ａ
／
ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
．
ｈ
ｔ

ｍ
ｌ
）
等
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
日
弁
連
等
に

よ
る
研
修
会
の
開
催
も
予
定

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
来
年
の
施
行
へ
の
備

え
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

７
月
26
日
、当
会
の
主
催
、

15
の
他
士
業
団
体
の
後
援
に

よ
り
、「
14
士
業
合
同
く
ら

し
と
経
営
の
な
ん
で
も
相
談

会
」
が
開
催
さ
れ
た
（
建
築

士
に
関
わ
る
団
体
が
３
つ
あ

る
た
め
、
士
業
団
体
の
数
と

士
業
の
数
に
ず
れ
が
あ
る
）。

本
相
談
会
は
毎
夏
の
恒
例
イ

し
て
、
相
談
者
が
様
々
な
士

業
か
ら
漏
れ
な
く
助
言
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

結
果
と
し
て
、相
談
者
61
組
、

延
べ
１
１
５
件
の
相
談
が
あ

っ
た
。
延
べ
相
談
件
数
が
１

０
０
件
を
超
え
た
の
は
今
回

が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
数
値
に
加
え

て
、
複
数
の
士
業
の
相
談
を

回
っ
た
上
で
、
受
付
で
に
こ

や
か
に
お
礼
を
述
べ
て
帰
ら

れ
た
相
談
者
が
何
名
も
い
た

こ
と
か
ら
す
る
と
、
大
変
有

益
な
機
会
を
提
供
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
他
士

業
団
体
及
び
公
募
に
応
え
て

く
れ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
。

　

酷
暑
の
中
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
に
は
か
な
り
の
負
荷
が
か

か
る
行
事
で
は
あ
る
が
、
ま

た
来
年
も
開
催
し
た
い
。

（
会
員　

中
野　

智
仁
）

　

皆
さ
ま
、
来
年
５
月
ま
で

に
施
行
さ
れ
る
、
民
事
裁
判

手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
連

し
た
改
正
民
事
訴
訟
法
・
改

正
民
事
訴
訟
規
則
へ
の
対
応

は
、
進
ん
で
お
ら
れ
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
度
の
改
正
で
は
、
ｍ

ｉ
ｎ
ｔ
ｓ
へ
の
登
録
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
訴
状

提
出
等
が
大
き
く
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に

も
様
々
な
場
面
で
手
続
の
デ

副
会
長　

新
倉　

武

民
事
裁
判
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

対
応
は
進
ん
で
い
ま
す
か
？

理
事
者
室

だ
よ
り

条解民事訴訟規則（デジタル化関係等）
を勉強中の筆者

点
で
は
、
１
回
を
除
き
、
弁

護
士
会
館
で
参
加
し
て
い

る
。
業
務
や
自
分
の
生
活
と

の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
思
う

が
、
他
の
常
議
員
の
方
の
熱

心
さ
を
身
近
に
感
じ
る
点
か

ら
は
、弁
護
士
会
館
で
直
接
、

議
論
に
関
わ
る
こ
と
に
意
義

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

常
議
員
会
は
、
思
っ
て
い

た
以
上
に
、
１
つ
の
議
案
に

対
し
て
、
質
問
や
意
見
が
た

く
さ
ん
出
て
、
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。
意
見
や

質
問
が
遮
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
、
各
自
が
言
い
た
い
こ
と

を
言
え
る
、
良
い
雰
囲
気
だ

と
感
じ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
自
分
自
身
に

特
に
関
わ
り
の
あ
る
身
近
な

分
野
の
議
案
も
あ
っ
た
も
の

の
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

私
は
、
他
の
会
員
の
意
見
や

質
問
に
圧
倒
さ
れ
て
、
ま
だ

意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
。
今
後
は
、
若
手
の

立
場
で
関
わ
る
と
い
う
初
心

に
か
え
っ
て
、
よ
り
積
極
的

に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
常
議
員
会

の
前
や
、
終
わ
っ
た
後
の
懇

親
会
な
ど
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の

会
員
な
ど
、
普
段
は
あ
ま
り

接
点
の
な
い
方
々
と
お
話
し

す
る
こ
と
も
楽
し
ん
で
い
る
。

　

皆
勤
賞
だ
と
い
い
こ
と

（
ご
褒
美
）
が
あ
る
そ
う
な

の
で
、皆
勤
賞
を
目
指
し
て
、

来
年
３
月
ま
で
、
頑
張
っ
て

参
加
し
た
い
と
思
う
。

常議員会
の い ま 初めての常議員

会員　井上　志穂（72期）

っ
て
い
い
の
か
…
…
と
不
安

に
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
は
、
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
川
崎
支

部
や
弁
護
士
会
全
体
の
た

め
、
議
論
を
通
じ
て
、
若
手

（
弁
護
士
６
年
目
）
の
立
場

で
何
か
で
き
れ
ば
、
と
思
っ

て
立
候
補
し
た
。

　

常
議
員
会
は
、
各
支
部
会

館
等
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
も
可
能
で
あ
る
が
、
現
時

　

川
崎
支
部
の
皆
様
に
お
声

が
け
い
た
だ
き
、
現
在
所
属

し
て
い
る
川
崎
支
部
枠
で
立

候
補
し
、
初
め
て
常
議
員
に

な
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
弁
護
士
登
録

時
は
本
部
の
所
属
で
あ
り
、

川
崎
支
部
所
属
で
は
あ
る
も

の
の
、
現
時
点
で
は
、
ま
だ

本
部
会
員
で
あ
っ
た
期
間
の

方
が
長
い
私
が
、
川
崎
支
部

の
代
表
の
よ
う
な
立
場
に
立

14 士業が一堂に会した様子！

14士業合同相談会
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夏空の下で

筆者が飼っていた猫

点
を
先
制
し
た
直
後
の
３
回

表
、
井
上
は
先
頭
を
歩
か
せ

る
と
二
死
二
三
塁
の
ピ
ン
チ

を
背
負
い
、
左
前
に
安
打
で

同
点
を
許
し
て
し
ま
う
。
横

浜
は
そ
の
裏
、
二
死
二
三
塁

か
ら
白
石
雅
人
の
執
念
の
内

野
安
打
で
１
点
を
奪
い
勝
ち

越
す
。
４
回
の
表
、
二
死
一

二
塁
か
ら
セ
カ
ン
ド
後
方
に

上
が
っ
た
飛
球
に
ラ
イ
ト
が

快
足
を
飛
ば
し
て
追
い
つ
く

も
落
球
し
、
走
者
２
人
が
生

還
し
逆
転
を
許
し
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
で
、
当
会
現
会
長
畑

中
隆
爾
が
マ
ウ
ン
ド
に
上
が

る
と
、
僅
か
２
球
で
シ
ョ
ー

　

８
月
２
日
、
関
越
野
球
大

会
が
群
馬
県
の
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
赤
城
に
て
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
大
会
は
、
群
馬
、

埼
玉
、
東
京
、
横
浜
、
新
潟

の
５
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　

初
戦
の
埼
玉
戦
の
先
発

は
、
今
季
か
ら
投
手
復
帰
の

井
上
日
出
男
。
そ
の
立
ち
上

り
、
一
死
か
ら
シ
ョ
ー
ト
後

方
に
飛
球
が
上
が
る
と
、
安

部
有
之
郎
が
全
力
背
走
で
好

捕
し
同
期
を
援
護
す
る
。
１

午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま

で
、
主
に
試
合
形
式
で
テ
ニ

ス
を
し
た
。

　

天
気
は
晴
れ
、
気
温
は
32

度
く
ら
い
で
、
神
奈
川
よ
り

も
過
ご
し
や
す
い
が
、
そ
れ

で
も
テ
ニ
ス
を
す
る
と
、
と

て
も
暑
く
感
じ
ら
れ
た
。
た

だ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
近
く

に
巨
大
な
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

が
あ
り
、
そ
こ
で
休
憩
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
の
う
ち
、
テ
ニ
ス

を
し
な
い
子
ど
も
達
は
、
ホ

テ
ル
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ジ

ッ
プ
ラ
イ
ン
、
プ
ー
ル
、
鉱

物
探
し
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

番
組
が
あ
る
と
必
ず
見
て
い

る
。
最
近
ま
で
猫
を
飼
っ
て

い
た
の
だ
が
、
天
寿
を
全
う

し
た
た
め
、
猫
を
恋
し
く
思

っ
て
い
る
。
猫
が
お
店
や
寺

院
に
佇
ん
だ
り
、
遊
ん
だ
り

す
る
様
子
は
、
ど
う
と
い
う

こ
と
も
な
い
の
だ
が
、
つ
い

つ
い
見
て
し
ま
う
。

　

動
物
の
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
毒
ヘ
ビ
や
サ
ソ
リ
が
獲
物

を
捕
食
す
る
様
子
を
撮
影
し

た
番
組
は
、
普
段
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
映
像
で
、
釘
付

け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

よ
う
な
映
像
は
、
地
上
波
で

は
ま
ず
放
映
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

怪
談
、
オ
カ
ル
ト
、
心
霊

の
番
組
を
つ
い
見
て
し
ま
う

よ
う
に
な
っ
た
。
超
常
現
象

や
予
言
の
類
は
全
く
信
じ
て

い
な
い
が
、
素
直
に
演
出
や

雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
に
し

て
い
る
。
最
近
は
、
誰
か
の

体
験
を
紹
介
す
る
「
実
話
怪

談
」
が
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
る
。
怪
談
師
の
顔
と

名
前
は
大
抵
憶
え
て
し
ま
っ

　

Ｃ
Ｓ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

を
見
始
め
て
20
年
以
上
に
な

る
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
コ
ン
テ

ン
ツ
も
ど
ん
ど
ん
入
れ
替
わ

っ
て
い
る
が
、
面
白
そ
う
な

番
組
を
録
画
予
約
し
て
週
末

な
ど
に
ま
と
め
て
視
聴
し
て

い
る
。

　

定
番
は
海
外
ド
ラ
マ
で
あ

る
。
ミ
ス
テ
リ
ー
や
医
療
ド

ラ
マ
は
次
々
と
新
し
い
シ
リ

ー
ズ
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ベ
イ
ス

タ
ー
ズ
戦
を
全
試
合
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
嬉
し
い
。

　

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
料
理

番
組
で
、
素
人
が
ケ
ー
キ
や

パ
ン
を
調
理
し
て
競
争
す
る

番
組
は
、
最
近
の
お
気
に
入

り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
楽
し

み
に
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の

プ
ロ
レ
ス
番
組
は
、
最
近
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
消
え
て
し

ま
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
時
期
あ
た
り
か

ら
、
マ
イ
ナ
ー
な
番
組
を
見

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

街
角
の
ネ
コ
を
撮
影
す
る

の
ピ
ン
チ
を
背
負
う
と
、
中

堅
の
失
策
で
追
加
点
を
許

し
、
こ
の
回
３
点
を
失
っ
て

し
ま
う
。
打
線
は
そ
の
裏
、

西
村
誠
が
四
球
で
出
塁
す
る

と
、
角
田
が
送
り
、
鈴
木
の

左
前
安
打
で
１
点
を
返
す

も
、
盗
塁
死
も
あ
り
１
点
の

反
撃
で
終
わ
る
。
２
回
表
に

は
、
３
失
策
も
あ
り
３
点
を

追
加
さ
れ
て
し
ま
う
。
打
線

は
、
根
本
の
適
時
打
と
１
適

時
失
策
で
２
点
を
返
す
も
、

４
回
か
ら
リ
リ
ー
フ
し
た
森

弘
吏
も
２
点
を
失
い
、
８
―

３
で
東
京
に
敗
れ
た
。

（
会
員　

坂
本　

学
）

く
れ
た
。
テ
ニ
ス
で
は
そ
の

人
の
人
間
性
が
よ
く
表
れ

る
。
２
日
目
の
昼
に
は
イ
ベ

ン
ト
が
終
わ
り
、
残
り
の
時

間
で
、
子
ど
も
達
に
テ
ニ
ス

を
教
え
た
。

　

私
は
今
年
で
弁
護
士
20
年

目
。
１
年
目
か
ら
テ
ニ
ス
合

宿
に
参
加
し
、
婚
活
期
間
中

は
欠
席
し
て
い
た
が
、
結
婚

し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
再

び
今
度
は
妻
子
を
連
れ
て
テ

ニ
ス
合
宿
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
た
。
妻
子
も
テ
ニ

ス
合
宿
を
楽
し
ん
で
お
り
、

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
。

（
会
員　

篠
田　

貴
和
）

　

８
月
23
日
（
土
）、
24
日

（
日
）、
横
浜
法
曹
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
の
夏
合
宿
が
、
群
馬
県

利
根
郡
み
な
か
み
町
（
谷
川

岳
の
麓
の
近
く
）
に
あ
る
水

上
高
原
ホ
テ
ル
２
０
０
で
行

わ
れ
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
弁
護
士

及
び
そ
の
家
族
ら
総
勢
15
名

で
あ
っ
た
。
茨
城
県
弁
護
士

会
や
埼
玉
弁
護
士
会
に
登
録

替
え
し
た
元
当
会
会
員
も
家

族
同
伴
で
参
加
し
て
く
れ
た
。

　

１
日
目
は
午
後
１
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
２
日
目
は

ト
ゴ
ロ
に
打
ち
取
り
、
ピ
ン

チ
を
脱
す
る
。
４
回
の
裏
、

一
死
二
塁
か
ら
角
田
健
典
、

宮
祐
平
、
石
原
大
悟
、
鈴
木

晶
の
４
連
打
で
４
点
を
奪
い

逆
転
す
る
と
、
小
川
健
一
と

黒
江
卓
郎
が
連
続
本
塁
打
で

続
き
、
６
連
打
で
７
点
を
奪

い
埼
玉
を
突
き
放
し
た
。
５

回
表
か
ら
登
板
し
た
川
原
佑

基
が
リ
ー
ド
を
守
り
き
り
、

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
東
京
。
先

発
の
根
本
淳
己
は
、
初
回
、

三
塁
打
と
本
塁
打
を
浴
び
、

３
球
で
２
点
を
失
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
後
も
一
死
一
二
塁

な
ど
で
遊
ん
だ
。

　

１
日
目
の
夜
は
晩
餐
会
が

あ
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

近
況
を
伝
え
合
っ
た
。
数
か

月
前
に
は
モ
ジ
モ
ジ
し
た
自

己
紹
介
し
か
で
き
な
か
っ
た

子
ど
も
が
、
こ
の
日
は
参
加

者
の
前
で
、
中
身
の
あ
る
話

と
ダ
ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

成
長
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
疲
労
と
太
陽

光
線
で
、
ダ
ブ
ル
フ
ォ
ル
ト

が
多
く
な
っ
て
き
た
。
そ
れ

で
も
パ
ー
ト
ナ
ー
（
私
よ
り

ず
っ
と
上
手
い
）
は
我
慢
強

く
、
優
し
い
言
葉
を
か
け
て

た
。

　

観
光
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
た

（
廃
）
神
社
や
遺
跡
を
レ
ポ

ー
ト
す
る
番
組
も
あ
り
、
伝

説
や
い
わ
れ
の
説
明
を
聞
く

と
そ
の
背
景
を
考
え
て
し
ま

う
。

　

こ
の
よ
う
に
週
末
は
何
も

考
え
ず
に
頭
を
空
っ
ぽ
に
し

て
楽
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

デ
ス
ク　
　

吉
田　

正
穂

　

記　

者　
　

古
西　

達
夫

濱
﨑　
　

亮

本
多　

麻
紀

仲
戸
川
優
樹

井
上　

晴
彦

杉
本　

桃
子

笠
間　

哲
史

　

夏
真
っ
盛
り
の
頃
の
イ
ベ

ン
ト
が
本
号
を
彩
っ
て
い
ま

す
。

　

と
は
言
え
９
月
に
入
っ
た

本
号
編
集
時
点
で
も
ま
だ
ま

だ
季
節
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。「
今
年
は
10
月
ま
で
暑

さ
が
続
く
」
と
の
予
報
に
接

し
お
の
の
い
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ま
が
本
号
を
手
に
取
ら

れ
る
こ
ろ
は
ど
う
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
…
。

　

秋
に
は
物
悲
し
い
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
秋

が
年
々
短
く
な
っ
て
ゆ
く
の

も
ま
た
淋
し
く
感
じ
ま
す
。

た
っ
た
２
球
で
ピ
ン
チ
を
脱
す

た
っ
た
２
球
で
ピ
ン
チ
を
脱
す
！！！！

Ｃ
Ｓ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

Ｃ
Ｓ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送

会
員　

髙
橋　

良

群
馬・埼
玉・東
京・横
浜・新
潟

群
馬・埼
玉・東
京・横
浜・新
潟

関越野球大会関越野球大会
２球で勝利投手となった畑中隆爾現会長２球で勝利投手となった畑中隆爾現会長

現
会
長

現
会
長

東
京
に
は
力
負
け

東
京
に
は
力
負
け

カナベ
ン

楽
し
か
っ
た
！

楽
し
か
っ
た
！

横
浜
法
曹
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

夏
合
宿

夏
合
宿

茨
城
・
埼
玉

茨
城
・
埼
玉
か
ら
も

か
ら
も
参
加
参
加
！！！！

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

子
ど
も
達

大
ハ
シ
ャ
ギ
！

大
ハ
シ
ャ
ギ
！

埼
玉
に
快
勝
！！


